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みえ労連・12回憲法キャラバン・第15回自治体アンケートで見るみえ労連・12回憲法キャラバン・第15回自治体アンケートで見る

１ 正規職員が合併後微増に１ 正規職員が合併後微増に

みえ労連新聞 2019年12月
〒514-0015 津市寿町7-50 ℡ 059-223-2615 Fax 059-223-4495

みえ労連新聞 2019年12月
〒514-0015 津市寿町7-50 ℡ 059-223-2615 Fax 059-223-4495

（自治体で働く職員の状況）（自治体で働く職員の状況）

○２～３月 全労連春闘要請書を基に「全労働者の賃上げ・労働条件改善」、独自に「障害者法定雇用

率改善「消えた白線問題」などで懇談 ＜要請先＞県内本社の大企業・銀行（8）、経営者

団体・会議所（10）、医師会など（2）

○5～7月 憲法キャラバン「9条・25条・26～27条・第8章の事前アンケート結果」で懇談。

＜要請先＞三重県と14市15町の半数の首長（副）や幹部職員の120名の方と

○11月 自治体キャラバン「憲法を行政にと34分野200項目の事前アンケート結果」で懇談。

＜要請先＞自治体77部門（三重県・14市15町と教育委員会・16自治体病院）

○２～３月 全労連春闘要請書を基に「全労働者の賃上げ・労働条件改善」、独自に「障害者法定雇用

率改善「消えた白線問題」などで懇談 ＜要請先＞県内本社の大企業・銀行（8）、経営者
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①雇用の状況 ②自治体雇用の総職員数 ➂正規職員の増加 ④進まない障害者雇用率 ①市町村合併後の職員数比較 （H18→R01）①雇用の状況 ②自治体雇用の総職員数 ➂正規職員の増加 ④進まない障害者雇用率 ①市町村合併後の職員数比較 （H18→R01）
（対前年）

四日市市（＋３２）

松阪市（＋２９）

伊勢市（＋２９）

菰野町（＋１１）

志摩市（＋８）

川越町（＋６）

紀宝町（＋４）

朝日町（＋４）

御浜町（＋３）

伊賀市（＋３） 他
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御浜町（＋３）

伊賀市（＋３） 他

○2.5％未達成の市町

木曽岬町 川越町

菰野町 津市

鳥羽市 多気町

大紀町 御浜町

紀宝町 熊野市

志摩市 渡会町

13市町→1２市町

○2.5％未達成の市町

木曽岬町 川越町
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大紀町 御浜町
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志摩市 渡会町

13市町→1２市町

・月80時間以上 19自治体 924人

・月100時間以上 22自治体 659人

（前年比下位３：月80＋月100）

三重県（251↓） 津市（198↓）

四日市市（282↑）

（厚生省の過労死認定基準は「発症前

1ヶ月100時間、6ヶ月平均 80時間」）
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(人）

○総職員数

Ｈ30年度 36,930

R １年度 36,942

女性 20,184【54.6％】

○非正規職員数 非正規率

Ｈ30年度：14,112（38.2％）

R １年度：12,585（34.1％）

（ ）は非正規率 再任用含

【 】は女性職員の割合
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2019年度版2019年度版

①12月議会が13自治体。⑥パートの勤務時間は、ほぼ正規と同じ ⑪期末手当2.4月以上は11のみ①12月議会が13自治体。⑥パートの勤務時間は、ほぼ正規と同じ ⑪期末手当2.4月以上は11のみ

2 市町村合併、正規10％減・非正規20％増2 市町村合併、正規10％減・非正規20％増

＜職員数＞
正規 452⇒515 嘱託 9⇒5
臨時 11⇒43

計 472⇒561

＜保健師一人当たりの人口＞

1,000人台 9市町 3,000人台 7市町

2,000人台 7市町 4,000人台 1市町

5,000人台 3市町 鈴鹿市 6,059人

四日市市 7,229人
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○職員の増減 正規 2,577人減 ・非正規 1,261人増

○市町村合併後より人員増 7自治体

四日市市108 名張市61、菰野町29、朝日町20、

川越町4 明和町3、御浜町2

○職員の増減 正規 2,577人減 ・非正規 1,261人増

○市町村合併後より人員増 7自治体

四日市市108 名張市61、菰野町29、朝日町20、

川越町4 明和町3、御浜町2

③認定こども園の計画 ④主食費・副食費の徴収 ⑤保育現場の新たな事務 ①放課後児童支援員等処遇改善事業 ②キャリアアップ事業③認定こども園の計画 ④主食費・副食費の徴収 ⑤保育現場の新たな事務 ①放課後児童支援員等処遇改善事業 ②キャリアアップ事業

①時間外労働の実態は ②2017年憲法アンケート ①保健師は(H21⇒H30年） ②児童虐待相談件数は ③対応職員数は①時間外労働の実態は ②2017年憲法アンケート ①保健師は(H21⇒H30年） ②児童虐待相談件数は ③対応職員数は

４ セーフティーネットは対応職員の増が必要４ セーフティーネットは対応職員の増が必要３ 労基法改定を反映させ「過労死」根絶を３ 労基法改定を反映させ「過労死」根絶を

深刻 な保育士不足・処遇改善深刻 な保育士不足・処遇改善

④生活保護件数 ⑥ケースワーカーの受持数比較、基準（市は80世帯）未達成が5市 ①自治体保育士の雇用状況 ②民間保育士の処遇改善④生活保護件数 ⑥ケースワーカーの受持数比較、基準（市は80世帯）未達成が5市 ①自治体保育士の雇用状況 ②民間保育士の処遇改善

●桑名市：低年齢児担当及び障がい児担当保
育士等の人件費補助
●いなべ市：手厚い保育配置のために（低年齢児
受入事業、障害児保育を行う加配保育士及び 養
育支援を行うフリー保育士配に係る人件費補助等）
●四日市市：運営費補助金として平均勤務数に
応じた補助
●松阪市：勤務報奨金の支援、就職一時金の支

援

●処遇改善なし 17市町

●桑名市：低年齢児担当及び障がい児担当保
育士等の人件費補助
●いなべ市：手厚い保育配置のために（低年齢児
受入事業、障害児保育を行う加配保育士及び 養
育支援を行うフリー保育士配に係る人件費補助等）
●四日市市：運営費補助金として平均勤務数に
応じた補助
●松阪市：勤務報奨金の支援、就職一時金の支

援

●処遇改善なし 17市町

○( )内H20年度の担当世帯数・＋ーは担当職員増減数

（*来年度増員予定）

四日市市 95世帯(111)＋12* 鈴鹿市 62世帯(84)＋5

津市 91世帯(108)＋11 志摩市 58世帯(70)＋2

伊勢市 83世帯 (77） 亀山市 55世帯(51)＋1

桑名市 82世帯 (96)＋3 尾鷲市 56世帯(59)

松阪市 82世帯 (81)＋3 鳥羽市 42世帯(67)

伊賀市 74世帯 (90)ー1 いなべ市 35世帯(35)

名張市 68世帯 (76)＋3 多気町 25世帯 ＋2

熊野市 63世帯 (97)＋1 三重県 60世帯(83)+1

○( )内H20年度の担当世帯数・＋ーは担当職員増減数

（*来年度増員予定）
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名張市 68世帯 (76)＋3 多気町 25世帯 ＋2
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（２）認定こども園化 （３）「幼児教育・保育」無償化は矛盾多い （４）学童指導員の処遇改善はあたらしいステージに（２）認定こども園化 （３）「幼児教育・保育」無償化は矛盾多い （４）学童指導員の処遇改善はあたらしいステージに

６ 会計年度任用職員制度への移行６ 会計年度任用職員制度への移行

← パートタイム・有期

雇用労働法4月施行

← パートタイム・有期

雇用労働法4月施行

10月25日・病院再編問題で病

院訪問と県に緊急申し入れ→

10月25日・病院再編問題で病

院訪問と県に緊急申し入れ→



・申請した
9自治体

・申請しない

13自治体

・該当事業所がない

2自治体

・その他 申請予定

3自治体

生
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2自治体

・その他 申請予定

3自治体

生

（２）障害者施設（２）障害者施設

（１）社会福祉協議会（１）社会福祉協議会７ 社協、障害者施設など福祉を支える労働者の実態７ 社協、障害者施設など福祉を支える労働者の実態

(非正規率）

80％以上の社協
1、紀宝町 83.7％
2 四日市市 82.7％
3 亀山市 82.4％

4 志摩市 82.0％
70％台の社協

5 伊勢市 78.3％
6 尾鷲市 78.0％

(非正規率）

80％以上の社協
1、紀宝町 83.7％
2 四日市市 82.7％
3 亀山市 82.4％

4 志摩市 82.0％
70％台の社協

5 伊勢市 78.3％
6 尾鷲市 78.0％

＜パート＞

800円台 いなべ市（880～1,050円）

亀山市 860円

伊賀市 880円

900円台 四日市市（930～1,330円）

津市 970円 朝日町 963円

尾鷲市 950円～

1,000円台 菰野町 1030円

玉城町 1020円

1,400円台 志摩市
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＜登録＞

800円台 木曽岬町（890～1,500円）

玉城町 880円 熊野市（873～1200円）

900円台 伊勢市（930～1800円）

1,000円台 伊賀市（～1,390円）津市（～1,540円）

1,100円台 鈴鹿市 川越町 朝日町 大台町

御浜町（～1,700円） 松阪市

亀山市（～1,700円） 紀北町

1,200円台 多気町 1220円

1,300円台 鳥羽市 大紀町

1,400円台 東員町 菰野町
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①労働条件の把握 ②自治体独自の障害者施策 ①公契約条例について ②建退共制度を加入条件に①労働条件の把握 ②自治体独自の障害者施策 ①公契約条例について ②建退共制度を加入条件に

９ 深刻な医師不足 65名・（自治体病院の状況）９ 深刻な医師不足 65名・（自治体病院の状況）

○施設利用者の独自補助

・独自施策をもっている

9自治体

・もっていない 15自治体

検討中 1自治体

・検討していない 4自治体

○指定施設への独自助成

・独自施策をもっている

11自治体

・もっていない 12自治体

検討中 1自治体

・検討していない 5自治体
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①医師不足
・現在の医師数 673人

・不足医師数と診療科

15診療科65人

②救急への影響
制限３，その他２病院

③医師不足の対策を

取った病院

12病院（16病院中）
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取った病院

12病院（16病院中）

③看護師不足の対策

・現在の看護士数

3,154人

前年比124人の増加

・不足看護師数

51人

・看護師不足対策を

取った病院

13病院 （16病院中）

③看護師不足の対策

・現在の看護士数

3,154人

前年比124人の増加

・不足看護師数

51人

・看護師不足対策を

取った病院

13病院 （16病院中）

正規教諭の増員は急務正規教諭の増員は急務

12.農福連携施策12.農福連携施策11 再生可能エネルギー11 再生可能エネルギー

８ 動きだした公契約条例 ２市に続いて条例案作成へ、次は県と１０万人自治体８ 動きだした公契約条例 ２市に続いて条例案作成へ、次は県と１０万人自治体

10 国主導の「病床削減」で、いのちと地域が危い10 国主導の「病床削減」で、いのちと地域が危い

地域防災の課題地域防災の課題

14..市町の行政課題14..市町の行政課題

①小学校教諭の状況 ②中学校教諭の状況 ③小・中学校教員の病休・休職者数 ④給食費の補助 ⑤トイレの洋式化①小学校教諭の状況 ②中学校教諭の状況 ③小・中学校教員の病休・休職者数 ④給食費の補助 ⑤トイレの洋式化

15. 教育アンケート15. 教育アンケート

13.地域の防災対策13.地域の防災対策

①社協の雇用状況（28市町と県）②非正規率ランキング ③ヘルパーの時給 ④特定処遇介護改善加算①社協の雇用状況（28市町と県）②非正規率ランキング ③ヘルパーの時給 ④特定処遇介護改善加算

①体制確立：２市4町

四日市市・東員町・松阪市

多気町・大台町・紀宝町

②体制確立に努力：９市4町

③体制不安で苦労：１市1町

④他団体に委託：1市4町

⑤無回答：1市2町

①体制確立：２市4町

四日市市・東員町・松阪市

多気町・大台町・紀宝町

②体制確立に努力：９市4町

③体制不安で苦労：１市1町

④他団体に委託：1市4町

⑤無回答：1市2町

●「ほぼ解消した」

3町

木曽岬町・川越町・大台町

●「横断歩道の白線が進まない」

3市

桑名市・いなべ市・伊賀市

●「ほぼ解消した」

3町

木曽岬町・川越町・大台町

●「横断歩道の白線が進まない」

3市

桑名市・いなべ市・伊賀市

問題点と課題は問題点と課題は

①県と市町の連携の仕組み ②８分消防５分救急など迅速な体制確立は ③道路の「白線問題」は解消されましたか①県と市町の連携の仕組み ②８分消防５分救急など迅速な体制確立は ③道路の「白線問題」は解消されましたか


